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VT2024 アグリ取り扱い商品
新：216460	ﾗ ﾌﾟﾗﾔ ｶﾙﾑﾈｰﾙ ﾘﾐﾃｯﾄﾞ ｴﾃﾞｨｼｮﾝ 24 6ｲﾘ　　DOコルチャグア
新：216480	ﾗ ﾌﾟﾗﾔ ｼｬﾙﾄﾞﾈ ｸﾞﾗﾝ ﾚｾﾞﾙﾊﾞ SC 24 6ｲﾘ　　DOコルチャグア
旧：216772	ﾗ ﾌﾟﾗﾔ ｿｰｳﾞｨﾆﾖﾝ ﾌﾞﾗﾝ SC 24 6ｲﾘ　　　　DOクリコ　

2023-2024年シーズンのチリの栽培面積は129,016.5haで、0.8%減少しました。栽培放棄や生産中止された畑の参考値をみると、パンデミック後、大口購入者による契約のキャンセルやブドウの購入調整を余儀なくされたワイン業界の困難にもかかわらず、ブドウ栽培自体への影響が少なかったのは特筆すべき点です。今シーズンの当ワイナリーの収穫量は、販売予算の範囲内に制限されました。

ヴィーニャ・スーティルにおける収穫量の分布は、白ワインが総収穫量の76.7%、赤ワインが23.3%となりました。成熟度に大きなばらつきがありました。
冬は雨が多く、春の訪れも遅くやや低温で雨が多い日が続いたのち、2月には猛暑に襲われ、ブドウは過剰な水分の損失を避けるため気孔を閉じるしかなく、実の成熟は期待通りに進みませんでした。
これらの要因全てがマストの状態に影響し、中程度のアルコール度数、自然な酸味はありましたが、昨年の温暖な気候のヴィンテージとはかけ離れた特徴を示しました。ワイナリーレベルでの平均アルコール度数は13.3%となりました。

トップ・ワイン・グループはリマリ（北部）、コルチャグア（中部）、マウレ＝カウケネス（南部）にブドウ畑を所有しています。
主なヴァレーの今シーズンの特徴は下記のとおりです。（＊アグリ取り扱い商品の産地説明のみ翻訳）

コルチャグア・ヴァレー
中部地域では、2018～2022年の平均を上回る降雨量を記録し、貯水池はほぼ満水となり、一部の生産者は深刻な洪水被害を受けました。春は寒く霜も降り、萌芽の遅れが予想されました。11月には気温が30℃を超え2月まで猛暑が続き、実の成熟が更に遅れました。この最後の点は好ましい結果であり、適度なアルコール度数と概ね良好な自然な酸味につながっています。
[bookmark: _GoBack]ブドウの健康状態については、風通しが良い日が多かったため、生育初期にうどんこ病と灰色カビ病が発生したものの広がりは抑制されました。収穫時期は前年より15日ほど遅れました。

クリコ・ヴァレー
セントラル・ヴァレーの他の地域と似た特徴のワインとなりましたが、クリコ山脈の麓の畑から収穫されたソーヴィニヨン・ブランは興味深い特徴を示しました。ロントゥエ地方の上流に位置するブドウ畑は春に霜害に見舞われましたが、それ以外は良好な健康状態を保ち、アルコール度数低めで素晴らしい酸味を持つワインが生産されました。
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